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災
者
で
あ
り
、「
患
者
様
だ
け
は
例
外
」
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
様
も
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
し
か
な
い
の
で
す
。

現
在
、
腎
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看
護
師
長
を

中
心
に
３
名
の
防
災
担
当
を
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
防
災
担
当
者
を
中
心
に
、
以
下
に

あ
げ
る
防
災
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
様
ご
自
身
の
防
災
意

識
を
高
め
、
災
害
時
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
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一
年
間
を
通
じ
て
、
腎
セ
ン
タ
ー
に
通
院

さ
れ
る
全
員
の
患
者
様
を
対
象
に
、
フ
ロ

ア
ー
ご
と
に
一
回
五
〜
十
名
で
、
透
析
中
に

東
海
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
防
災
訓

練
を
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
訓
練
を
行

い
、
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
し
、
発
災
後
、

混
乱
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
の
訓
練
で
す
。
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患
者
様
に
、
災
害
時
に
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
れ
ば
よ
い
か
を
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
腎
セ
ン

タ
ー
運
営
や
、
被
災
し
通
院
で
き
な
い
患
者

様
の
た
め
の
水
分
管
理
、
薬
の
管
理
な
ど
の

自
己
管
理
法
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
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腎
セ
ン
タ
ー
は
、
病
院
の
外
来
棟
の
東
の

２
階
部
分
、
手
術
室
の
隣
に
位
置
し
、　

床
３８

を
有
し
て
い
ま
す
。

職
員
数
は
、
７
月
１
日
現
在
、
医
師
３
名
、

看
護
師
等
が　

名
、
パ
ー
ト
が
３
名
、
臨
床

２４

工
学
技
士
が
５
名
。

現
在
、
お
よ
そ
１
２
０
名
の
慢
性
腎
不
全

患
者
様
が
通
院
さ
れ
て
お
り
、
日
曜
日
を
除

く
毎
日
、
午
前
と
午
後
に
予
定
を
組
み
、
透

析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
・
水
・
金
曜

日
に
は
夜
間
の
透
析
も
行
っ
て
い
ま
す
。

腎
セ
ン
タ
ー
に
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様

に
と
っ
て
、
大
地
震
等
の
災
害
に
よ
り
病
院

が
被
災
し
、
透
析
が
何
日
も
で
き
な
く
な
る

こ
と
は
、
命
に
関
わ
る
切
実
な
問
題
と
な
り

ま
す
。

し
か
し
大
規
模
災
害
時
に
は
、
誰
も
が
被
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今
回
は
、腎
セ
ン
タ
ー
の 
帯  
金 
師
長
か
ら
、

お
び 
か
ね

腎
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

防災訓練
�

避難訓練�
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腎センタ
ー内に�

防災コー
ナー設置
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